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P.6 システム統合
l 一般にシステムとしての不具合は原因の特
定や対策が困難
Ø 例：走行の動作が安定しない

l 部品ごと、モジュールごとに単体テスト・
結合テストをして組み上げていく
Ø エンコーダ、ギアのカップリング、電圧
低下、センサ入力、制御ゲイン etc.

l１月に入ったらシステム試験に移行
Ø システム統合確認会議1/10(水)
Ø 詳細設計書（試験仕様書）DRの期限
Ø 年明けまでには組み上がる状態に



P.7 システム試験
l定量的に評価を行う

Ø 試験仕様書で判定基準を明確に

l評価結果は最終的に全て「良好」とする
Ø デモ機確認会議1/31(水)
Ø 試験報告書DRの期限
Ø 本番での安定動作を保証

l 発表・展示の準備を役割分担して並行
で進める



広報ページの活用について

l対外的な（学外含む）広報の場
Ø 在校生
Ø 中学生
Ø 保護者
Ø 協力団体（大学・企業）
Ø 将来的な進学先・就職先
Ø 発表会での特別審査員（アレンジ中）

l 発表会での表彰対象
Ø Twitterのエンゲージメント(いいね・RT等)
Ø ブログいいね賞

http://www2.denshi.numazu-ct.ac.jp/mirsdoc2/mirs17wp/



カタログ製作

l発表会・展示会で冊子配布
Ø 製品カタログ（システム提案をベース）
Ø １チームあたりA4カラー見開き２ページ
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本日の作業
ü パートに分かれて詳細設計〜パート開発
ü デザインレビュー
ü 最初と最後にチームミーティング
ü 各自作業記録をつけること

ü 01:ミーティング
ü 03:ドキュメント整備
ü 20:技術調査
ü 30,31,32:メカ・エレキ・ソフト詳細設計
ü 40,41,42:メカ・エレキ・ソフト製作・試験


